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「ロータリーの未来は

あなたの手中に」 
(ジョン・ケニー会長) 
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                例  会  記  録  

第 1４８５回例会 
平成２１年８月５日(水) 井波文化センター  
１．点鐘 斉藤会長 

２．君が代斉唱 

３．ソング 奉仕の理想 

４．ビジター 南砺ＲＣ 荒井進会長 

        同   谷村信行、松本敏博 

５．月誕生日 ８月１１日 三谷志貴夫会員  

６．会長の時間 当クラブの定款・細則（本日配布）を新

たに作ってみました。後日協議の上、制定したいと考

えますので、ご検討願います。 

７．幹事報告  

・定款について、８月１９日の例会において決定した

いと考えます。問題点、意見をまとめておいていた

だきたいと存じます。 

・九州地区（２７１０地区？）から災害義捐金（一

口１００円）の要請がきています。クラブで一括

して対応します。 

・横川会員から退会届が提出されています。理事会

で協議した結果、退会届を承認することとしまし

た。 

８．委員会報告 

  高瀬会員 ３０周年記念事業の会計決算ができまし

たので報告します。総収入２,９２２,５３６円、総

支出２,８３３,２５４円別紙資料のとおり。なお、

７月２９日、前会長等に会計監査をいただきました。 

  小西国際奉仕委員長 地区国際青少年交換委員会出

席報告・・・本事業はロータリー活動の中でも主要

な活動の一つであり、非常に重要かつ花形の活動と

言えます。本年度の募集要項は、配布資料のとおり

ロータリアンの子弟で１０名前後。当クラブがこれ

までに関与したことはありませんが、交換学生もし

くはホストファミリーとして受け入れる意識、体制

も必要かと思われます。広い視野の涵養を。 

９．出席委員会 23 名中 1６名出席 94.11%（調整後） 

10. ニコニコＢＯＸ (河合 SAA：本日 4 名 5,000 円) 

 

11．ロータリーを学ぼう（１） 
担当 川那辺会員増強委員長 

   

ロータリー活動に対して、いろいろな問題点、意見、

要望等があると思います。それぞれの問題点等を積

上げるところからロータリーの理解を深められた

らと考えます。ロータリーが蓄積してきた実績もあ

ります。良い面もありますがマンネリ化していると
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ころもある。会員の増強、組織の継続を図るために、

自由な意見交換を進めてほしい。 

 

 

 
Ａグループ 

・ 入会を誘うが、毎週の例会そして会費の高さがネッ

クとなり難しい。 

・ 例会を月２回程度にしたとき、例会の開催日を忘れ

やすいのでは。 

・ 毎週行うことが、生活習慣となり、また、会う機会

が多くなって、仲間意識が強まるのではないか。 

・ メイキャップなど他のクラブの良い面を取り入れ、

魅力あるクラブをめさすべき。 

Ｂグループ 

・ ロータリーの目的、目標が何か、今一度、再確認を

しよう。 

・ ロータリーの奉仕活動などすばらしいところもあ

る。 

・ 多技より一つの活動を継続することこそ大事では。 

・ 対外的なアピールが足りない。認知度が低い。 

・ 例会を工夫して会費を減額すべき。 

Ｃグループ 

・ 事業を執行していると、時間がとれない。 

・ ３０歳～４０歳代の会員を誘うべきである。 

・ まず、年会費が２０～３０万円では、高額すぎるの

で減額すべき。 

・ 例会の回数について決まりがあっても、月２回また

は１回にできないか。 

・ ある方に入会を勧めたが、毎週の食事会を行ってい

る特異な集まりと、一蹴された。 

 

【編集後記】 

  各グループの意見交換の内容を十分把握できてい

ませんが、貴重な意見、本音もあったのではないでし

ょうか。何より時間が少なく、発言できない会員もあ

りました。こういう機会を大切にしたいものです。 

  さて、南砺総合福野高校が甲子園に出場することと

なりました。砺波地区から初めてのこと。楽しみに応

援します。(荒木・記) 
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